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「芥川龍之介の闇中問答

Akutagawa Ryūnosuke、

Nelle Tenebre. Domande-Risposte」
本の案内

この本に記載された短いダイアロ－グは、1927年、芥川龍之介が自殺する少し前に書かれ、同年、彼の死後に出版されました。古代ギリシャのプラトンの哲学的な対話というより、作家の忠実な生き方及び一貫した情熱的な弁明をこのテキストは思い出させます。これは三十五歳で自殺した、二十世紀の卓越した一人の作家の悲劇的な存在をここに読むことが可能であり、ほとんど激論というに等しい興奮した猛烈な議論をあつかっています。

東京の質素な家庭に生まれ、母が精神を病みしかも彼が十歳の時に亡くなったゆえに、小さい龍之介はいつも晴れ晴れとした少年期を送ったというわけではありませんが、母性的な叔父の養子になり、昔の武士家族であった芥川姓を受け取りました。知的に刺激的な環境で青年期を過ごし、東京の帝国大学を

卒業する前に評論家達の注意を引き、既に有名な小説家であった夏目漱石の激賞を受けた二つの短編小説を出版します。｢羅生門｣（1915年）と｢鼻｣（1916年）で、この二つの物語は黒澤明映画監督が1950年に傑作映画にしました。

横須賀での短い英語教師の後、彼は文学に完全に生命を捧げます。伝統的な日本文学と漢文学を読破します。英語の翻訳によって多くの西洋の著者も知っています。Ａ．ストリンドベリ、Ｐ．メリメ、Ｆ．ニ－チェ、F．ドストエフスキ－、Ｃ．ボ－ドレ－ル、Ｌ．トルストイ...西洋の生活様式ではなく西洋の文学を重んじています。一方日本の歴史を評価しながらも、現代にその従来の価値は使えないと気づいています。

結婚と三人の息子達の誕生ですら、彼から執筆への強い情熱を取り去ることは全くありませんでした。短期間で、同世代に最も読まれた小説家となります。文学評論の十巻や百五十以上の短編、その中に1922年の｢藪の中｣と1927年の｢河童｣もありますが、これらは作家の遺産のある部分です。昔の日本とアジア大陸の神話や伝説や寓話を参考にしながら、芥川は別の観点からそれらを書き直します。ある評論家は｢歴史を着た現代の話｣だと定義づけています。古代キリスト教の伝統も含めて、あらゆるものが新しい観点から、禅宗の味わいをもつ逆説的な状況の中で、西洋文学のスタイルを通して再解釈されています。あらゆるページに漂う優雅な記述の中に、全く希望の余地のない生命の悲観的な考え方が浮かんでいます。三島由紀夫氏によれば、彼の幾つかの物語はおそらくこの点で、日本の素晴しい古典文学になっているといっています。

芥川作品の登場人物は考え方においてまた他の人との関係において、どちらかといえばしばしば歪んだ形であらわれます。それらは詳しく分析され内部解析され、すべてが悲劇的な精神的孤立を証しています。また、人間心理の複雑さと劇的な姿が書き表されています。最終的に著者は、強制生活を送っている社会の馬鹿さ加減、貪欲、偽善、そして推定した価値そのものを憎悪していることを隠しません。

この時点で、彼の唯一の目的が自殺であることは驚異に値しません。視覚的幻覚にも迫害された最後の二年間、彼の上に迫ってきたのはこの死です。芥川が悲願し、冷静な判断で計画しているのはこの死です。この死は、彼の遺言に表現されるように、美学的に不快感を誘発するものであってはなりません。従って、絞り首または浸水、銃またはナイフで撃たれて、あるいは列車に引かれ、あるいは高い建物から飛びおりて土に押しつぶされたわびしい様相の死ではありません。そういったものではなく、中毒による死。関東大地震の後、吉原の池の端に積み重なった死体の戦慄を一緒に熟視した、もう一人の自殺した作家、川端康成が既に見抜いた美しい死。

こうして、芥川龍之介は1927年７月２４日、睡眠薬の致死量に殺されたのです。彼の側には聖書、そしてそのポケットに友人への遺言の手紙が見つかります。
これからのページにはイタリア語翻訳と元のスタイルを味わう為の日本語が併記され、テンポの早いダイアロ－グは三部に構成されています。｢僕｣－芥川自身でありますが－に向かって話しかける｢或声｣は各部分で様々な姿をとります。聖書の創世記に描かれているヤコブと格闘した天使、そしてファウストをおだてて誘惑した悪魔、ついに平和を取除く作家のダイモンです。
｢或声｣の告発または弁明に対して、芥川は身を守るかあるいは自分への忠誠や一貫性を考えながら、自分の欠点を指摘しづつけます。しかし、二人の主役は平行線をたどり決して出会いません。解決方法がなく、救いがありません。そして芥川自身その子である文学のダイモンは労苦を和らげはしませんが、あらゆる平安や冷静を掠め取ってきます。作家は終わりまで、ダンテ詩人の神曲で描かれたウリッセスの足跡をたどるよう強制されてしまいます。福音書の毒麦の例え話が思い起こさせるように、｢声｣が芥川に対して非難あるいは認めている善悪は違う人間に属するのではなく、一緒に彼の心に同居しています。効果的で速いやりとりの中に彼の疑問、情熱、もうすぐ出会う死の予感等、芥川の劇的な人生全てをかいま見るのです。

極めてオリジナルな方法で芥川のダイアロ-グを描いた芸術家ジェレッリ・サンドロの解釈は、この作品に高い付加価値を与えています。作家の憂鬱や人生についての悲観的な見方を画家が表現出来るとすれば、それは暗黒の支配にいっそう強調されていると言えるかもしれません。画家が深い共感を覚えている芥川のプロフィールも含まれる沢山の顔は、不安を感じさせます。唯一ほのかな希望は、辛うじて素描された華奢で、空の中を舞い踊る数少ない白い姿が示唆してくれているのでしょう。これは古ディオニュソス神の時代から踊りが思い起こさせる自由と喜びの、そしてイタリアが起源の小心な印かもしれません。結局重要なのは、日本人の思考とイタリア人の芸術家の意味深長な白いシミの美を同じ本に結びつけたところにあります。この本は、日本とイタリアを結ぶ理想的な橋を作るもう一つの小さな煉瓦なのです。
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